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後期学校評価アンケートからの分析・考察 

◆はじめに 

 今年度も、「自分も人もしあわせになる学校をめざして」という学校教育目標を掲げ、様々な取組を進めてき

ました。子どもたちからも、「しあわせになる」という言葉が「学習のふりかえり」、「行事のふりかえり」など

からも聞かれるようになり、学校教育目標が浸透し、体現化されてきているのを感じます。 

後期に行った学校評価についての結果をご報告いたします。前期と比較してご覧下さい。今後の子ども達の

成長につなげていきたいと思います。来年度もどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分も人もしあわせになる学校をめざして ～かしこくなる やさしくなる えがおになる～ 

後期 

前期 児童 ８％ 

10％ 

９％ 

１２％ 

かがやみらいノートについて 

保護者 

かがやみらいノートで、自分のためになるべんきょうをしていますか。 

やることが見つからず困っている児童の数値です 

お子様は、すすんで家庭学習にとりくんでいますか。 

できていないという回答の数値です。 

家庭学習について 



 

児童アンケートの『「かがやみらいノート」で、じぶんのためになるべんきょうをしていますか。』の質問で

は、『やることがみつからず、こまる日がほとんどです。（なにがじぶんのためになるか、よくわかりません）』

と回答した児童が９％から８％に減りました。全体をみても多くの児童については、「かがやみらいノート」に

ついて、自分なりのやり方を見つけ、取り組むことができているようです。児童の中には、自分の興味のある

ものを追及したり、テストに向けて計画的に学習を進めたりとまさに、自分のためになる勉強を実践している

人もいます。しかし、まだまだ見つけられていない児童もいることに目を向け、個々に応じて支援をしていき

たいと思います。 

保護者アンケートの『お子様はすすんで家庭学習をしていますか。』の質問では、『できていない』の回答が

前期が１２％、後期が１０％でした。昨年度と比べても、数値が改善されております。今年度、「かがやみらい

ノートレベルアップ大作戦」として、自分にとってよりよいかがやみらいノートとはどんなノートか、どんな

ところをレベルアップさせていけばよいかという学習を中学年で行いました。次年度は、どの学年でも実施

し、みんなにどんな力がついているかが実感できるかがやみらいノートになるように支援していきたいと考え

ています。家庭学習の充実は確実に児童の力につながっています。今後もご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学年以上では授業交換を導入し、いろいろな先生が授業を毎日行うようにしています。また、低学年でも

単元ごとに教科担任を行ったり、教頭や校長が授業を行ったりしています。前期同様、後期も児童、保護者、

双方のアンケート結果からも、様々な先生が授業を行うことについて満足度は高いという回答を得ることがで

きました。授業交換を含めた、たくさんの教員が授業する取組は今後も続けていきたいと考えています。ま

た、学校全体ですべての児童を見ていくということを大切に一人一人に寄り添える川岡小でありたいと思いま

す。 
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教科担任制・交換授業について 


